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ロンドン芸術大学
ダブル・ディグリー・プログラム
募 集 人 数

出 願 要 件

出 願 締 切

申 請 書 類

プログラム期間

奨 学 金

最大10名
・博士前期課程　デザイン学専攻1回生
・英語能力がIELTS6.0程度の者
2026年4月24日（金）17：00
申請書、英語能力証明書（TOEIC可）、志望理由書、Digital Portfolio(英語）

2026年9月～ 2028年9月
（うち2026年9月～ 2026年12月の約3ヶ月間ロンドンに渡航）

要件を満たす場合、KITグローバル人材育成プログラム奨学金に申請できます。
最大月額150,000円×渡航月数、渡航費支援200,000円（変更の可能性あり)
※奨学金の詳細についてはHP ＞国際交流＞海外留学＞ 留学奨学金をご参照ください。

デザイン学専攻・ＤＤプログラム コースリーダー

照井　亮 准教授 rterui@kit.ac.jp

国際課

海外留学係 go@jim.kit.ac.jp

◉ 世界トップクラスの芸術大学UALと共同開
設された修士プログラムで、二つの学位を取得
できます。

◉ すべての授業でUALの学生とコラボレーショ
ンします。オンラインで、ロンドンで、京都で、多
国籍・多様な背景を持つ学生と共に学ぶカリ
キュラムです。

◉ 世界におけるデザインとその位置づけについ
て特有の見解を持つ学際的なプログラムです。

◉ 小規模で具体的なものから大規模で無形
なものまで、さまざまなスケールやタイプのプロ
ジェクトを行うことにより、プロセスを繰り返し、
時には反復を行うイテラティブ•プロセスとしての
デザインを学びます。

学 生
募 集

博士前期課程  デザイン学専攻

ロンドン芸術大学  Un i ve r s i t y  o f  t he  A r t s  London  (UAL)

2004年に芸術系の６つのカレッジの統合により設立された、世界屈指の芸術系大学です。世界大学ラン
キング（芸術・デザイン分野）においてこの7年間連続第２位であり、世界中の学生を惹き付けています。

出願要件、プログラムの詳細
はこちらから！
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